
　会員生協の4生協8人を含む21人が表彰されました。上田県知

事は「若者や高齢者の消費者被害を減らすことが県の重要課題で

す。みなさんには今後もお力添えをお願いしたい」とあいさつされ

ました。その後、知事より一人ひとりに表彰状が授与されました。 
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活動の幅を広げています 
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会員生協から8人が受賞 
 

言葉から紡ぎ出された情景 
一人ひとりの心に“平和”の 
思い深く刻まれ 
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　日本生協連の石田祐幸氏を講師に迎え、57人（未加盟生協含

む）の参加で行われました。「生協法」は1948年の制定以来、

抜本的な改正がされておらず、現在の社会・経済や生協の状況

に合わなくなっていることなど、具体例をあげながら説明しま

した。また、今後の「生協法」改正のプロセスを話し「現状に即

した改正となるよう声をあげてもらいたい」と話しました。 
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2006ピースフォーラム  核兵器のない世界を 
 “吉永小百合原爆詩朗読と平和のつどい” 

 言葉から紡ぎ出された情景 
一人ひとりの心に“平和”の 
思い深く刻まれ 
 

言葉から紡ぎ出された情景 
一人ひとりの心に“平和”の 
思い深く刻まれ 

　大宮ソニックシティ大ホールで行われた“2006ピースフォーラム”は会場いっぱいの2,500人を超える参

加者で埋め尽くされました。はじめに、広島で被爆し61年間被爆者治療にあたってこられた肥田舜太郎さん

が、子孫まで脅かす核兵器の廃絶をと訴えました。吉永さ

んは、「『夢千代日記』で被爆二世の役を演じ、それがきっ

かけとなり日本原水爆被害者団体協議会から原爆詩朗読の

依頼を受けたことが、全国での朗読会につながりました」

と話し、司会の斉藤とも子さんも同様に、演じた役柄を通じ

平和への思いと活動につながったことを、紹介されました。 

 

「埼玉県食の安心大賞」を受賞 「埼玉県食の安心大賞」を受賞 「埼玉県食の安心大賞」を受賞 

子どもたちと一緒に「折り鶴」 
を合唱する吉永さん 

主催者を代表し埼玉県生協連の石川会長があいさつ 
 

前島常務理事に足立実行委員長より表彰状が手渡され 

消費者行政への貢献が認められ 
会員生協から8人が受賞 
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生協役職員の受賞者で県知事を囲んで 

　職域生協（従業員が生協組合員）の花菱縫製生協の店舗見学と、

花菱縫製（株）のスーツの製造工場を見学。また、食育の学習と

して「メタボリックシンドロームを予防する食事って？」をテー

マに医療生協さいたまの管理栄養士の方を講師に、学習と調理実

習などを行いました。 

 

生協の店舗前で 
説明を聞く参加者 

チェック表に書き入 
れて食生活の見直し 

花菱縫製生協見学 
 

食育の学習 
 

　2007年6月に施行される「消費者団体訴訟制度」の適格消費

者団体をめざし、弁護士や消費生活相談員などの専門家も加わっ

た「検討委員会」のスタート集会が行われ30人が参加しました。

消費者被害の未然防止のための調査・検討と事業者への改善申し

入れ事案の検討を行うための、本格的な活動を開始します。 
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　県の協議会や食の安全県民会議などに委員（消費者の代表）として参加し

積極的に発言したり、農林水産省などの主催するリスクコミュニケーション

に参加するなど、行政と一緒に食の安全・安心確保

に努めてきた活動が認められ、埼玉県食の安全・安

心フォーラム実行委員会より表彰されました。 

 

　静寂のなか、一筋のスポットライトが

吉永小百合さんを照らす。静かなそして

凛とした口調で原爆詩の朗読が始まる。 

　「ちちをかえせ　ははをかえせ　　」 

（峠三吉作）。会場からは、時折すすり泣

く声が漏れた。 

 



埼玉県勤労者生協埼玉県勤労者生協 埼玉県勤労者生協 

生活クラブ生協 
 

ドゥコープ 
 

全国の特色ある福祉施設の 
「視察ツアー」を開催 

 

　大学生協ではほうれん草

を通じた新しい試みとして、

タイのチェンマイ北部での

ほうれん草栽培を支援して

います。以前よりこの地域

では生活のために非合法の

ケシの栽培・密輸ブローカ

ーへの密売が繰り返されて

きました。ほうれん草を栽

培することで安定した収入

が確保でき、危険な密輸・

密売にかかわらずにすみま

す。埼玉大学でもこの試み

に積極的に参加しています。 

 

埼玉大学生協 

さいたま住宅生協 

医療生協さいたま 
 

タイのほうれん草産地を視察 

産直連続講座の2回目 
“りんご学習会”を開催 
 

神川町で親子揃って「大豆作り体験」 

県内8カ所で“コープフェスタ”を 
開催 
県内8カ所で“コープフェスタ”を 
開催 

各地で“健康まつり”を楽しく開催！ 

印刷は環境にやさしい大豆 
油インキを使用しています。 

古紙配合率100% 
再生紙を使用しています 

　神川町で年間通じての農業体

験・交流企画「大豆作り体験」

を行っています。6月の種まき、

8月の草取りなど、地元の方の協

力を得ながらすすめてきました。

11月25日組合員30人が参加し

て、大豆の手作業によるサヤだし

に挑戦。ほこりの巻き上がる中、

みんなで大豆の枝を地面に叩き

つけ、サヤから取り出しました。 

 

　今年度初めての企画として「福祉視

察ツアー」を行いました。Ａコースは

長野県の宅幼老所、Ｂコースは宮城県

の高齢者と障がいのある人の共生をめ

ざすグループホーム、Ｃコースが栃木

県の児童デイサービス。いずれも今の

法的制度に生活をあわせるのではなく、

生活をしやすくするための仕組みづく

りや地域づくりをめざして活動をして

おり、それらの実践を学び生活クラブ

の福祉活動へと生かしていきます。 

 

参加して ためになる 
「2006年知って得する実践講座」 

さいたまコープ 
 

全労済埼玉県本部 

本部がJR与野駅近くにオープン 
 

　今年も、医療生協さいたまの病院・診療所や近隣の公園などを会場に“健康まつ

り”が行われました。各会場では、健康チェック、展示、舞台の出し物などを通し、

健康づくり、

まちづくりの

活動をアピー

ル。どの会場

も幅広い年齢

層の参加者が

訪れ、自治会

の後援などを

いただく「ま

つり」も増え

ています。 

 

　1月4日、JR与野駅(西口徒歩1分)に本部棟が移転オープンしました。「組合員のた

めの会館」をコンセプトに、エ

ントランスホールやギャラリー、

また、明るく開放的なお客様

カウンターを設け、皆さんが

気軽に立ち寄っていただける

会館となっています。移転オ

ープン後はギャラリーにて「全

労済小学生作品コンクール」

に応募いただいた版画の全作

品を約１カ月展示します。 

　10月27日長野県の産直

産地から生産者の青木昌徳

さんを迎え学習会を行いま

した。ここは、昭和45年

からお付き合いのある志賀

高原近くのパルシステムと

しては最も古い産直産地で

す。生産者にとって、非常

に手間のかかる摘花と摘果、

害虫駆除など「エコチャレ

ンジりんご栽培」の取り組み

の学習を行いました。 
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Ｊリーガーによるサッカー教室（熊谷会場） 

　毎年、県内8つの地区で

「コープフェスタ」を開催

しています。フェスタでは、

多くの生産者やメーカーの

協力による試食や即売、太

鼓やダンス、手品や地域で

活動する皆さんのステージ

など、それぞれ創意を凝らした

「楽しく・おいしく・うれしい」

企画が行われています。 学習会後、真っ赤な紅玉を使った「アップルパイ」作り 

4,500人が参加した埼玉協同病院の健康まつり 
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ほうれん草畑 

手作業で大豆のサヤだし 

　9月15日、税理士とさいたま市消防局予防課の方を招き「シロアリ駆除と税金」「耐

震改修工事と税金」「火災報知器の設置義務」の3つのテーマで講座を行い36人が参加

しました。講座では、住宅火災に

よる死者の70％が「逃げ遅れ」で、

火災報知器はそれを防ぐためにと

ても有効なことや、シロアリ退治

で30万円の修繕工事を行った場

合、所得税の還付を受けることが

できることなどを学びました。 

 


